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令和２年９月八戸市議会定例会一般質問（教育委員会事務局分）

（９月７日、８日　２日間）

発言事項 発言の要旨

児童科学館の施設の現状と今後の施設計画について

１人１台端末の活用について

ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた進捗状況について

職場実習の受入状況について

小中学校の少人数学級の実現について

感染防止と暑さ対策について

これまでの経緯と今後の見通しについて

修学旅行について

成人式について

発言事項 発言の要旨

新型コロナウイルス感染第１波における国の対応に
関する所見について





資料（提出様式） 

質問者（議員名） 久保 しょう 議員 

発言事項 １ 新型コロナウイルス感染症対策について 

発言の要旨   小中学校の少人数学級の実現について 

質問内容 市として 40 人学級を 20人の少人数学級にする考えはないか伺いたい。 

答弁者  □ 市長  ■ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要） 

○現在、市内小・中学校では新型コロナウイルス感染症対策と学びの保障の両立

を目指した教育活動を実践している。 

○臨時休業中の学びの遅れや学力差解消に対応するため、市内小・中学校 23 校

に新型コロナウイルス感染症対策に係る学習指導員が配置され、ティーム・ 

ティーチングや少人数指導等を行っている。 

○また、本県独自の「あおもりっ子育みプラン」により小学校１～４年生及び中

学校１年生において１学級の児童生徒数の上限を 33 名とする弾力的な学級編

制を実施している。 

○このことにより、学校現場では児童生徒に対するきめ細かな学習指導が可能と

なっている。 

○市教委では、かねてより児童生徒の教育環境の向上を図るため、少人数による

学級編制の更なる拡充が必要との認識から、県内他市町村教育委員会と連携

し、「青森県市町村教育委員会連絡協議会」をとおして県教委に要望をしてき

たところである。 

○これを受け、県教委でも国に対し、教職員定数の改善に向けた計画の早期策定

を重点施策提案として要望していると伺っている。 

○市教委では、新型コロナウイルス感染症対策と学びの保障の面から、今後も国

及び県の動向を注視しながら、少人数学級編制の実現に向け、県教委に対し要

望していく。 

担当課 学校教育課 

 

 

◎再質問  

再質問の有無  □ 有   ■ 無 

質問内容（概要）  

答弁者  □ 市長  □ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要）  

◎要望  

要望の有無  ■ 有   □ 無 

発言内容（概要） 

空間的なゆとりのある環境の中で児童生徒に寄り添う指導を行っていくため、

教員数の増員並びに少人数学級を要望する。 

県に対する重点事業要望に少人数学級の実現を追加してもらいたい。 
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資料（提出様式） 

質問者（議員名） 吉田 洸龍 議員 

発言事項 ２ 教育行政について 

発言の要旨 児童科学館の施設の現状と今後の改修計画について 

質問内容 
児童科学館のプラネタリウム投影機、空調施設やトイレの現状と今後の改修

計画について伺いたい 

答弁者  □ 市長  □ 教育長  ■ 部長 

答弁内容（概要） 

○児童科学館は今年で開館から 41年目を迎え、これまでに２度展示物の一部改

修を行っている。 

○しかし、プラネタリウム投影機は開館以来更新していないため、老朽化が進

んでおり、現在は星座や画像を正確、鮮明に投影できない状態である。 

○また、空調設備に関しては、プラネタリウム室、視聴覚室、事務室の３か所

のみに設置され、その他の場所には設置されていない。 

○特に、多くの子どもたちが集まってイベントや物づくりが行われる１階のホ

ールは、夏季に室温が 30度を超えることもある。 

○トイレに関しては、洋式トイレは各階に１か所ずつ設置されている障害者用

のトイレのみであり、和式トイレを使用できない子は、障害者用のトイレを

使用している。 

○しかしながら、来館者数、プラネタリウム観覧者数ともに増加しており、昨年

度の来館者数は 97,847 人、プラネタリウムの観覧者数は 14,410 人であった。 

○プラネタリウム番組は年間４番組を投影しているが、３番組を児童科学館の

職員が自作しており、全国的に見ても自作している例は非常に珍しい。 

○また、小・中学校用や幼児用のプログラムも作成しており、多くの学校・幼

稚園等が利用している。 

○市教委としては、児童科学館は子どもたちが楽しみながら科学に触れ、「科学

する心」を育むことができる大切な施設であると捉えており、そのために、

他都市の科学館を視察し、児童科学館の今後の在り方について研究をしてい

る。 

○児童科学館の個別施設計画を策定する予定となっているので、施設の長寿命

化とともに、プラネタリウム投影機等の改修についても併せて検討していき

たい。 

担当課 総合教育センター 

 

 
 

◎再質問  

再質問の有無  □ 有   ■ 無 

質問内容（概要）  

答弁者  □ 市長  □ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要）  

◎要望  

要望の有無  ■ 有   □ 無 

発言内容（概要） プラネタリウム投影機の更新、空調設備の整備、トイレの改修を要望する。 
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資料（提出様式） 

質問者（議員名） 高橋 正人 議員 

発言事項 １ 障がい者雇用について 

発言の要旨   職場実習の受入状況について 

質問内容 

 令和元年度の職場実習の受入状況（障がい種別毎の受入人数、実習期間、障が

い種別ごとの実習内容）を伺いたい。 

答弁者  □ 市長  □ 教育長  ■ 総務部長 

答弁内容（概要） 

○令和元年度の職場実習の受入状況（市長部局及び教育委員会） 

障がい種別 知的障がい者の方 10名、精神障がい者の方 13名（計 23名） 

実施期間  ７月から翌年２月までのうち１日から５日間 

勤務時間  １日あたり３時間から 7.5 時間 

○実習を実施した部署 

受入可能と回答した部署 27 部署のうち 18 部署（産業労政課、国保年金課、学

校教育課、新美術館建設推進室、福祉政策課、図書館など） 

○実習内容の主なもの 

知的障がい者の方 郵便物の発送、資料の仕分け・封入、除籍図書の整理作業 

精神障がい者の方 廃棄文書の仕分け、書類や備品カードの整理、アンケート

    の集計、表計算ソフトへのデータ入力 

○今後とも、各課において実習業務の掘り起こしを進め、障がい者の方々の選択

肢を増やし、障がい者の就労支援につながる職場実習を実施する。 

 

担当課 人事課（再質問：教育総務課） 

 

 

◎再質問  

再質問の有無  ■ 有   □ 無 

質問内容（概要） 

小中学校において職場実習を受け入れた実績はあるか。ない場合は、今後受け

入れる予定があるか伺いたい。 

答弁者  □ 市長  □ 教育長  ■ 教育部長 

答弁内容（概要） 

○令和元年度は、学校教育課、社会教育課、図書館、総合教育センターで職場実

習の受け入れを行った。 

○現段階では、小中学校における職場実習の受入実績はないが、福祉団体や特別

支援学校等からの要望と、受入側の学校との調整を図りながら、学校現場での

実施についても検討したい。 

◎要望  

要望の有無  ■ 有   □ 無 

発言内容（概要） 
インクルーシブ教育に役立つため、学校職場での実習受け入れを要望する。ま

た、ハローワーク等と連携した職場実習を行うことを要望する。 
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資料（提出様式） 

質問者（議員名） 高橋 正人 議員 

発言事項 ３ 教育行政について 

発言の要旨   ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた進捗状況について 

質問内容 当市におけるＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた進捗状況を伺いたい。 

答弁者  □ 市長  ■ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要） 

〇現在、ＧＩＧＡスクール構想の実現に向け、１人１台端末と高速大容量ネット

ワークの一体的な整備を進めている。 

〇１人１台端末は、起動の速さと堅牢性、ＯＳの更新による端末の買い換えが不

要、さらに授業での活用がイメージしやすい学習ツールが豊富に搭載されてい

るという特徴をもつ「Chromebook 端末」を整備する。 

〇令和２年８月市議会臨時会承認後に本契約を結び、その後８月 21 日には 310

台が総合教育センターに納品されている。 

〇各学校を訪問しての校内研修では、既に納品した端末を活用し、実際に端末を

操作する内容を実施した。 

〇高速大容量の通信ネットワーク整備については、本年５月 15日の契約後、８

月末には全ての学校の事前調査と、34 校の配線工事が終了しており、工事が

終了した学校から順次、光回線への接続作業を実施し、来年１月末完了予定と

なっている。 

〇市内全ての児童生徒が同時に端末を利用しても耐えうる環境が実現される予

定である。 

〇市教委といたしましては、ＧＩＧＡスクール構想の早期実現を目指し、確実に

整備を進めるとともに、教員の研修の充実も図っていく。 

 

 

担当課 総合教育センター 

 

 

◎再質問  

再質問の有無  □ 有   ■ 無 

質問内容（概要）  

答弁者  □ 市長  □ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要）  

◎要望  

要望の有無  □ 有   ■ 無 

発言内容（概要）  
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資料（提出様式） 

質問者（議員名） 高橋 正人 議員 

発言事項 ３ 教育行政について 

発言の要旨   １人１台端末の活用について 

質問内容 １人１台端末の活用ついて方向性を伺いたい。 

答弁者  □ 市長  ■ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要） 

○当市では、１人１台端末を活用し、情報活用能力を育成するとともに、ドリル

教材を利用した学習等を通して、個別最適化された学びを実現することを目指

している。 

○これまでの授業では、グループで行うことが多かった「情報を収集・編集・発

信するなどの活動」では、一人一人の活動時間が確保され、情報活用能力を高

めることができる。 

○今回導入した、無償の学習ツールには、「文書・表計算・スライド等の作成機

能」や「教材の配布・アンケートの実施・児童生徒の考えを全体で共有する機

能」があり、「互いの考えを共有する・共同で編集するなどの活動」を通して、

協働的な学びも実現することが期待される。 

○一方、ドリル教材や情報検索機能を利用することで、自分の学びたい内容や難

易度を選択したり、必要な時に情報を検索したりすることが可能となり、個別

学習を支える道具としての効果も確認している。 

○ドリル教材を利用した学習は、回答後にすぐに自動採点が行われることで、児

童生徒にとっては、すぐに振り返りをすることができるとともに、教員にとっ

ても即時に学習内容の定着を把握でき、児童生徒のつまずきに応じた教材や解

説資料・動画等を配布することが可能となり、児童生徒の学習内容の定着のた

めの一助となると考えている。 

○現在、中学校にのみドリル教材を導入しているが、通常の授業の活用だけでな

く、臨時休業時のオンライン学習についての効果も期待されるため、小学校へ

の導入についても検討を進めている。 

担当課 総合教育センター 

 

 

◎再質問  

再質問の有無  □ 有   ■ 無 

質問内容（概要）  

答弁者  □ 市長  □ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要）  

◎要望  

要望の有無  ■ 有   □ 無 

発言内容（概要） 

ＩＣＴ環境整備を最優先事項とし、学校現場における課題を踏まえた先端技術

の活用方法についても研究を進めて欲しい。 
 

- 5 -



資料（提出様式） 

質問者（議員名） 山之内 悠 議員 

発言事項 １ 教員の変形労働時間制導入について 

発言の要旨 これまでの経過と今後の見通しについて 

質問内容 変形労働時間制導入に向けたこれまでの経過と今後の見通しについて伺いたい。 

答弁者  □ 市長  ■ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要） 

○県が「義務教育諸学校等の教育職員の給与等の特例に関する条例」の一部を

改正したことを受け、市教委では、教育職員が時間外に業務を行う時間の上

限及び教育委員会が講ずべき措置などを策定している。 

○さらに、「八戸市立小・中学校教育職員の働き方改革推進に係る指針」を市

立小・中学校に周知することとしている。 

○現在、学校では、管理職が教育職員の時間外在校等時間を把握し、業務改善

を図るよう、働き方改革の推進に向けた取組を進めている。 

○文部科学省では、令和３年度から「変形労働時間制」を導入できることとし、

「１年単位の変形労働時間制導入の手引き」等を示したところである。 

○本制度は、長期休業期間等において教育職員のリフレッシュの時間等を確保

し、児童生徒等に対して効果的な教育活動を行うことに資するとともに、意

欲と能力のある人材が教育職員に任用されることで、学校教育の水準の維持

向上を図ること等を目的とし、各地方公共団体の判断により選択的に活用で

きる制度となっている。 

○導入に当たっては、都道府県の条例改正が必要になるとともに、導入の前提

条件として、各学校の時間外在校等時間が月 45 時間、年 360 時間の範囲内

となっていることなどが示されている。 

○学校現場では、部活動指導や生徒指導等により、上限時間の範囲内とするこ

とが難しい学校もあり、導入のためにはいくつかの解決しなければならない

課題が残されている。 

○市教委では、まずは校長会と連携を図りながら時間外在校等時間の縮減に向

けた実効性のある取組を進めるとともに、変形労働時間制導入に向けた基盤

を整えていくことが肝要であると考えている。 

 

 

担当課 学校教育課 
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資料（提出様式） 

 

 

◎再質問  

再質問の有無  ■ 有   □ 無 

質問内容（概要） 時間外在校等時間と持ち帰り時間の計測方法と把握について伺いたい。 

答弁者  □ 市長  ■ 教育長  □ 部長 

 

 

 

答弁内容（概要） 

○時間外に勤務を行った教育職員は、校務パソコンの「時間外勤務」の項目に、

時間外に行った業務時間及びその内容について記録し、管理職に申告すること

としている。  

○持ち帰り時間については、自宅に持ち帰った業務について、翌日に校務パソコ

ンの「在宅勤務」の項目にその時間を記録することとしている。 

○管理職は、教育職員からの申告をもとに、「時間外在校等時間」及び「持ち帰

り時間」について、校務パソコン上で把握することが可能であり、個々の状況

を踏まえ、必要に応じて助言するとともに、業務の改善に生かすなどの取組を

行っている。 

◎再々質問  

再々質問の有無  ■ 有   □ 無 

質問内容（概要） 相談窓口の設置について伺いたい。 

答弁者  □ 市長  ■ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要） 

○メンタルヘルスに関わる相談は、学校教育課が窓口となり、健康障害に関わる

相談は、八戸地域産業保健センターが窓口として対応している。 

○特に健康障害に関わる相談は、校長が健康相談医に健康診断の記録等について

情報提供を行った上で、当該職員が産業保健センターに出向き、健康相談を行

っている。 

○市教委では、教育職員の心身の健康を第一に考え、今後もメンタルヘルスのケ

ア及び長時間労働の縮減に向けた取組を進めていく。 

◎要望  

要望の有無  ■ 有   □ 無 

発言内容（概要） 

教育職員の時間外在校等時間の記録について、教育職員が適切に記録をするよ

う周知徹底を図り、市教委として時間外在校等時間の記録を集計し、検証してほ

しい。 

また、教諭等の標準的な職務の明確化による業務縮減、学校施設開放事業の窓

口の一本化等による各学校の業務負担軽減を図ってほしい。 

さらに、中学校の部活動においても、現在の全員顧問制から、希望者による顧

問選択制を導入してほしい。 
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資料（提出様式） 

質問者（議員名） 伊藤 圓子 議員 

発言事項 １ 政治姿勢について 

発言の要旨   新型コロナウイルス感染第１波における国の対応に関する所見について 

質問内容 

新型コロナウイルス感染第１波に対する水際対策などの初期対応、ＰＣＲ検査

の対象、全国を区域にした緊急事態宣言、３月の全国一斉学校臨時休業など、国

の対応に関して市長の所見を伺いたい。 

答弁者  ■ 市長  □ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要） 

○水際対策などの初期対応については、国では感染が拡大している国や地域から

の入国を拒否しているほか、検疫強化対象地域に滞在歴がある方に対して、法

的拘束力はないが、自宅などでの 14 日間の待機を要請している。 

○国内に新型コロナウイルスを持ち込ませない水際対策が非常に重要かつ有効

であり、感染拡大国からのより早期の入国拒否の実施や、法的拘束力を持った

隔離・停留等についても必要であったのではないかと考える。 

○ＰＣＲ検査の対象については、国内での発生初期の段階における検査の体制や

感染症病床の状況などを踏まえて、国が一定の基準を定めたものと考える。 

○緊急事態宣言の期間中は、不要不急の外出自粛、一部事業者に対する休業要請

等の措置が実施され、社会経済活動は制限されたが、感染の拡大は抑えられ、

一定の効果があったものと考えている。 

○また、国からの要請により実施された３月の学校一斉臨時休業については、そ

の時点では、新型コロナウイルス感染症の感染経路や対策等が不明であり、未

知の部分が多かったことを踏まると、子どもたちの健康・安全を第一に考え、

止むを得ない措置であったと考える。 

 

 

担当課 保健総務課（教育指導課） 

 

 

◎再質問  

再質問の有無  ■ 有   □ 無 

質問内容（概要） 国の新型コロナウイルス感染症への対応に関する意見や思いがあれば、伺いたい。 

答弁者  ■ 市長  □ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要） 

○新型コロナウイルス感染症の感染拡大の防止と、経済の回復の両立を目指し、

必要に応じて、市長会などを通じて国に要望していく。 

◎要望  

要望の有無  □ 有   ■ 無 

発言内容（概要）  
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資料（提出様式） 

質問者（議員名） 伊藤 圓子 議員 

発言事項 ４ コロナ禍における教育行政について 

発言の要旨 
  感染防止と暑さ対策について 

ア 学校普通教室へのエアコン設置について 

質問内容 小・中学校の普通教室へのエアコン設置について伺いたい。 

答弁者  □ 市長  □ 教育長  ■ 部長 

答弁内容（概要） 

○市教委では、体調不良などを訴える児童生徒の症状を緩和させる環境を整備す

るとともに、避難所としての機能を向上させる目的で、小・中学校すべての保

健室にエアコンを設置している。 

○小・中学校からは、涼しい保健室を利用することで熱疲労が軽減し、少しの休

養で体調が回復したとの報告を受けており、効果的に活用されていると認識し

ている。 

○普通教室へのエアコンの設置は、体調維持・熱中症予防を目的とするものであ

り、既に盛岡市、弘前市では設置済みで、今年度から供用開始しており、青森

市は設置に向け検討していると聞いている。 

○現在、これらの三市に対して、設置費用、設置状況等について調査しており、

維持費につきましても、今後、実績が出た段階で、回答をいただくことにして

いる。 

○また、夏期における学校の状況を把握するため、７月中旬から９月末まで、市

内の小・中学校 12校で普通教室等の気温・湿度調査を実施しているところで

ある。 

○市内小・中学校に 719 ある普通教室へのエアコンの設置につきましては、これ

らの調査結果を踏まえた上で、対応を検討して参りたい。 

 

担当課 教育総務課 

 

 

◎再質問  

再質問の有無  □ 有   ■ 無 

質問内容（概要）  

答弁者  □ 市長  □ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要）  

◎要望  

要望の有無  ■ 有   □ 無 

発言内容（概要） 
エアコン設置について、できるだけ早く決定し、来年の夏には使用できるよう 

に要望する。 
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資料（提出様式） 

質問者（議員名） 伊藤 圓子 議員 

発言事項 ４ コロナ禍における教育行政について 

発言の要旨 
  感染防止と暑さ対策について 

イ 登下校時の日傘使用等について 

質問内容 登下校時における感染症及び熱中症予防のための日傘使用等について伺いたい。

答弁者  □ 市長  ■ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要） 

○市教委では、これまで市立全小・中学校に対し、コロナ禍における感染症対策

及び熱中症事故の防止に係る具体的な指導について通知するとともに、校長会

等を通じて周知を図ってきたところである。 

○各学校では、登下校中も含めて、児童生徒が必要に応じて水分補給できるよう、

各家庭から水筒を持参させるとともに、登下校時に、できるだけ薄着をさせ、

帽子を着用するよう指導している。 

○また、今般の新型コロナウイルス感染症対策として、児童生徒がマスクを着用し

ているが、互いの身体距離が十分に確保できる場合や熱中症などの健康被害が

発生する恐れがある場合は、登下校時も含め、マスクを外すよう指導している。 

○さらに、学校によっては、独自に登下校時の日傘使用や冷感素材タオル等の持

参を推奨し、家庭の協力を得ながら児童生徒の健康確保に努めている事例もある。 

○他都市においては、ランドセルより軽く、通気性のよいリュックサックや首元

を冷やす気化熱を利用した冷却用具の推奨等により、熱中症の予防に努めてい

る学校があると把握している。 

○市教委としては、議員御提案の日傘使用等を含めた他都市の事例を、適宜、校

長会等を通じて紹介し、今後も、「子どもの命最優先」に、各学校の実情に応

じた安全管理と安全教育の充実に努めるとともに、家庭や地域と連携を図りな

がら、感染症及び熱中症の予防に向けた対策に万全を期する。 

 

担当課 教育指導課 

 

 

◎再質問  

再質問の有無  □ 有   ■ 無 

質問内容（概要）  

答弁者  □ 市長  □ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要）  

◎要望  

要望の有無  □ 有   ■ 無 

発言内容（概要）  
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資料（提出様式） 

質問者（議員名） 伊藤 圓子 議員 

発言事項 ４ コロナ禍における教育行政について 

発言の要旨   修学旅行について 

質問内容 

新型コロナウイルス感染症の影響で、学校行事の中止又は実施方法の工夫などの

措置がとられているが、今年度の修学旅行の実施状況と今後について伺いたい。 

答弁者  □ 市長  ■ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要） 

○修学旅行は、学習指導要領の特別活動における学校行事に示されており、平

素と異なる生活環境にあって、見聞を広め、自然や文化などに親しむととも

に、よりよい人間関係を築くなどの集団生活の在り方や公衆道徳などについ

ての体験を積むことを目的とした大変意義のある教育活動である。 

○今年度は、新型コロナウイルスの感染が懸念される現状から、感染リスクを

考慮しながら、実施に向けて保護者の理解を得るとともに、感染防止対策を

講じることが求められている。 

○そこで、市教委としては、本年６月に「修学旅行実施に係るガイドライン」

を策定し、今般の新型コロナウイルスの感染防止の観点を踏まえ、市立小・

中学校が修学旅行の行き先や日程等を検討するにあたっての留意点及び実施

可否について判断する目安等を示した。 

○今年度、小学校では、42 校中、隔年で実施している１校を除く 41 校で計画し

ており、８月末までに５校がすでに実施している。 

○現時点で、日程の短縮を 15校、主な行き先の変更を 16 校で検討している。 

○中学校では、24 校中、すでに中止を決定した学校は２校であり、保護者の意

向を尊重した上での苦渋の決断であったと報告を受けている。 

○現時点で、日程の短縮を検討しているのは 13校で、実施を計画している全て

の中学校が、主な行き先の変更を検討していると伺っている。 

○今後は、新型コロナウイルスの感染状況に応じて、実施の可否や日程等の変

更について各学校で判断しながら進めていくことになる。 

○市教委としては、修学旅行が、児童生徒にとって教育的意義の大きい学校行

事であることや、今般の感染防止対策によって予定されていた様々な教育活

動が中止又は縮小となっている事情等を考慮し、感染防止対策に万全を期し

た上で実施できるよう、今後も学校と連携し、情報を共有していく。 

担当課 学校教育課 

 

 

◎再質問  

再質問の有無  □ 有   ■ 無 

質問内容（概要）  

答弁者  □ 市長  □ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要）  

◎要望  

要望の有無  □ 有   ■ 無 

発言内容（概要）  
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資料（提出様式） 

質問者（議員名） 伊藤 圓子 議員 

発言事項 ４ コロナ禍における教育行政について 

発言の要旨   成人式について 

質問内容 コロナ禍における成人式の開催方法について伺いたい。 

答弁者  □ 市長  □ 教育長  ■ 部長 

答弁内容（概要） 

○市では、例年成人の日の前日に、八戸市東体育館において成人式を開催して 

おり、新成人をはじめ、およそ 2,000 人の方々に御出席いただいている。 

○令和３年成人式は、令和３年１月 10日に開催を予定しているが、新型コロナ

ウイルス感染症が収束していないことから、現在、開催の有無や式典内容な

どを検討している。 

○今後は、感染状況を注視しながら、新成人や市民の安全、安心を最優先に検 

討していく。 

○開催状況については、市ホームページや「広報はちのへ」で周知するととも

に、市内に住民票がある新成人には、11 月を目途に案内ハガキを発送する予

定である。 

 

 

 

担当課 社会教育課 

 

 

◎再質問  

再質問の有無  □ 有   ■ 無 

質問内容（概要）  

答弁者  □ 市長  □ 教育長  □ 部長 

答弁内容（概要）  

◎要望  

要望の有無  ■ 有   □ 無 

発言内容（概要） 

新成人は、着物などの事前の準備もあることから、11月の案内では遅いため、

できるだけ早めに開催の方針を示してほしい。 
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